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(百万円未満切捨て)

1.2020年3月期第1四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年6月30日）

（1）連結経営成績(累計) (%表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 % 百万円 % 百万円 % 百万円 %

2020年3月期第1四半期 48,718 △4.2 9,341 △12.5 9,981 △16.1 7,835 △11.3

2019年3月期第1四半期 50,877 7.3 10,679 6.4 11,902 9.7 8,830 12.0
(注) 包括利益 2020年3月期第1四半期 5,898百万円(△21.3%) 2019年3月期第1四半期 7,499百万円(△21.2%)
　

1株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり

四半期純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第1四半期 53.13 ―

2019年3月期第1四半期 59.25 ―
　

　

（2）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 %

2020年3月期第1四半期 220,203 177,825 80.0

2019年3月期 246,990 182,074 73.0
(参考) 自己資本 2020年3月期第1四半期 176,221百万円 2019年3月期 180,345百万円
　

　

　

2.配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 40.00 ― 42.00 82.00

2020年3月期 ―

2020年3月期(予想) 42.00 ― 46.00 88.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

3.2020年3月期の連結業績予想（2019年4月1日～2020年3月31日）

(%表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 % 百万円 % 百万円 % 百万円 % 円 銭

第2四半期(累計) 99,000 1.0 17,800 △8.2 18,400 △10.7 13,700 △11.1 93.25
通期 210,500 2.7 38,700 4.3 40,200 2.8 30,200 2.8 205.83

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（4）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年3月期1Q 148,000,000株 2019年3月期 149,000,000株

② 期末自己株式数 2020年3月期1Q 1,027,952株 2019年3月期 1,217,872株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期1Q 147,485,633株 2019年3月期1Q 149,025,872株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実
際の業績は今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。

(決算補足説明資料の入手方法)
2019年8月2日(金)に、決算説明資料をホームページに掲載いたします。また、当日開催する機関投資家・アナリス
ト向け電話会議の説明内容(音声)については、開催後速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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1.当四半期決算に関する定性的情報

(1)経営成績に関する説明

当第1四半期連結累計期間（2019年4月1日～2019年6月30日）の国内景気は、労働力不足を背景とした雇用・所得環境

の改善により個人消費は底堅く推移しましたが、米中貿易摩擦などの影響によりアジア向けの輸出は減少しました。こ

のような状況のもと、当社グループの事業につきましては、化学品部門は、基礎化学品、ファインケミカルともに減収

となりました。機能性材料部門は、ディスプレイ材料は順調に推移しましたが、半導体材料および無機コロイドで減収

となりました。農業化学品部門は減収となりました。医薬品部門は、「ファインテック」（医薬品技術開発型受託事

業）は減収となりましたが、自社創薬事業は増収となりました。

この結果、当期間における業績は以下の結果となりました。

2019年3月期
第1四半期連結累計期間

2020年3月期
第1四半期連結累計期間

前年同期比増減
計画比
増減(注)

売上高 508億77百万円 487億18百万円 △21億58百万円 10億円下ぶれ

営業利益 106億79百万円 93億41百万円 △13億38百万円 6億円上ぶれ

経常利益 119億2百万円 99億81百万円 △19億21百万円 2億円上ぶれ

親会社株主に帰属する
四半期純利益

88億30百万円 78億35百万円 △9億94百万円 6億円上ぶれ

(注) 計画数値は2019年3月期決算説明会資料(2019年5月15日発表)P12に記載

　セグメント別概況は以下のとおりであります。

化学品部門

基礎化学品では、メラミン（合板用接着剤原料等）と高純度硫酸（半導体用洗浄剤）はともに減収となりました。特

にメラミン輸出では、中国の安価な競合品の影響を受け販売価格が落ち込みました。ファインケミカルでは、電材向け

「テピック」（封止材用等特殊エポキシ）と「ハイライト」（殺菌消毒剤）の販売が減少しました。

この結果、当部門の売上高は84億2百万円（前年同期比2億93百万円減）、営業利益は8億81百万円（同6億78百万円

減）となりました。計画(注)比では、売上高は10億円、営業利益は5億円の下ぶれとなりました。

(注) 計画数値は2019年3月期決算説明会資料P17,18に記載

機能性材料部門

　ディスプレイ材料では、「サンエバー」（液晶表示用材料ポリイミド）のテレビなど大型向けが好調でした。半導体

材料では、半導体用反射防止コーティング材（ARC®*）が一部顧客の稼働率低下の影響を受けました。無機コロイドは、

「スノーテックス」（電子材料用研磨剤、各種表面処理剤等）が低調でした。オルガノシリカゾル・モノマーゾル（各

種コート剤、樹脂添加剤）やオイル＆ガス材料（シェールオイル・ガス採掘効率向上材）の販売は減少しました。一方、

当部門では試験費を中心に固定費が減少し、営業利益は微減となりました。

　この結果、当部門の売上高は151億25百万円（前年同期比5億10百万円減）、営業利益は38億58百万円（同63百万円

減）となりました。計画(注)比では、売上高は8億円の下ぶれ、営業利益は3億円の上ぶれとなりました。

　(注) 計画数値は2019年3月期決算説明会資料P17,18に記載

　* ARC®はBrewer Science, Inc. の登録商標です。

農業化学品部門

　フルララネル（動物用医薬品原薬）は、在庫調整により減収となりましたが、当初の計画は上回りました。国内向け

農薬は、5月より日本で販売を開始した「グレーシア」（殺虫剤）が好調かつ、当初の計画も上回りました。海外向け農

薬は、「タルガ」（除草剤）などを中心に売上が減少しました。

　この結果、当部門の売上高は146億67百万円（前年同期比16億92百万円減）、営業利益は45億26百万円（同6億9百万円

減）となりました。計画(注)比では、売上高は6億円、営業利益は9億円の上ぶれとなりました。

　(注) 計画数値は2019年3月期決算説明会資料P17,18に記載
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医薬品部門

「リバロ」（高コレステロール血症治療薬）原薬は、国内外共に後発品の増勢により販売価格は下がったものの、出

荷は堅調に推移しました。「ファインテック」は出荷が減少しました。

　この結果、当部門の売上高は18億71百万円（前年同期比25百万円増）、営業利益は3億84百万円（同1億21百万円増）

となりました。計画(注)比では、売上高は3億円、営業利益は3億円の上ぶれとなりました。

　(注) 計画数値は2019年3月期決算説明会資料P17,18に記載

卸売部門

　当部門の売上高は174億70百万円（前年同期比3億31百万円減）、営業利益は5億26百万円（同35百万円減）となりまし

た。計画(注)比では、売上高は13億円、営業利益は1億円の下ぶれとなりました。

　(注) 計画数値は2019年3月期決算説明会資料P17,18に記載

その他の部門

　当部門の売上高は48億68百万円（前年同期比2億68百万円増）、営業利益は52百万円（同18百万円減）となりました。

(2)財政状態に関する説明

　 (資産、負債及び純資産の状況)

　当第1四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金が減少したことなどにより、前連結会計年度末比267億87百万

円減の2,202億3百万円となりました。

　負債も短期借入金が減少したことなどから、前連結会計年度末比225億39百万円減の423億77百万円となりました。

　また、純資産は前連結会計年度末比42億48百万円減の1,778億25百万円となりました。この結果、自己資本比率は前連

結会計年度末比7.0ポイント増加し、80.0%になりました。

　

　（キャッシュ・フローの状況）

当第1四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益、減価償却費、運転資

金の増減などから法人税等の支払額を控除した結果、99億76百万円の収入（前年同期は64億68百万円の収入）となりま

した。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、工場などの設備投資による支出などにより、6億3百万円の支出（前年同期は

39億93百万円の支出）となりました。

　また、財務活動によるキャッシュ・フローでは、借入金の返済、配当金の支払などにより、297億82百万円の支出（前

年同期は261億25百万円の支出）となりました。

　現金及び現金同等物の四半期末残高は、換算差額の減少額2億6百万円を調整した結果、前連結会計年度末に比較して

206億16百万円減少し、155億66百万円（前年同期は141億6百万円）となりました。

(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　第2四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想は、前回発表（2019年5月15日）の業績予想から変更はありません。

(4)利益配分に関する基本方針

　当社は、中長期的に事業収益を拡大し、財務体質を強化することで企業価値の向上に努め、株主の皆様への積極的な

還元を図ってまいります。

　なお、2019年4月に始動した中期経営計画「Vista2021」のStageⅡでは、配当性向を2019年度に42.5%、2020年度以降

に45%とすることに加え、総還元性向を2019年度に72.5%、2020年度以降に75%とすることを目標としております。
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2.四半期連結財務諸表及び主な注記

(1)四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年3月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2019年6月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 36,183 15,566

受取手形及び売掛金 69,193 64,164

商品及び製品 32,215 32,441

仕掛品 41 451

原材料及び貯蔵品 9,742 10,242

その他 5,146 6,460

貸倒引当金 △32 △28

流動資産合計 152,490 129,298

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 25,251 24,855

その他（純額） 27,477 27,068

有形固定資産合計 52,729 51,924

無形固定資産

ソフトウエア 721 675

その他 796 751

無形固定資産合計 1,517 1,426

投資その他の資産

投資有価証券 35,229 32,578

その他 5,117 5,066

貸倒引当金 △92 △92

投資その他の資産合計 40,253 37,553

固定資産合計 94,500 90,904

資産合計 246,990 220,203
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年3月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2019年6月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,809 16,628

短期借入金 25,465 7,921

未払法人税等 4,330 2,384

賞与引当金 2,137 642

役員賞与引当金 25 6

その他 10,430 9,975

流動負債合計 60,198 37,558

固定負債

長期借入金 1,116 1,116

事業構造改善引当金 370 311

関係会社事業損失引当金 309 309

退職給付に係る負債 152 161

その他 2,768 2,921

固定負債合計 4,717 4,819

負債合計 64,916 42,377

純資産の部

株主資本

資本金 18,942 18,942

資本剰余金 13,613 13,613

利益剰余金 143,200 139,738

自己株式 △6,291 △5,030

株主資本合計 169,464 167,264

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,634 9,255

為替換算調整勘定 △11 △547

退職給付に係る調整累計額 258 249

その他の包括利益累計額合計 10,880 8,957

非支配株主持分 1,728 1,603

純資産合計 182,074 177,825

負債純資産合計 246,990 220,203
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(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第1四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第1四半期連結累計期間

(自 2018年4月1日
　至 2018年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 2019年4月1日

　至 2019年6月30日)

売上高 50,877 48,718

売上原価 28,296 28,310

売上総利益 22,581 20,408

販売費及び一般管理費 11,901 11,067

営業利益 10,679 9,341

営業外収益

受取利息 6 6

受取配当金 308 330

持分法による投資利益 316 287

その他 706 273

営業外収益合計 1,337 898

営業外費用

支払利息 36 42

固定資産処分損 53 32

為替差損 - 170

その他 24 12

営業外費用合計 114 258

経常利益 11,902 9,981

特別利益

投資有価証券売却益 - 852

特別利益合計 - 852

特別損失 - -

税金等調整前四半期純利益 11,902 10,833

法人税、住民税及び事業税 2,273 2,197

法人税等調整額 735 764

法人税等合計 3,008 2,961

四半期純利益 8,893 7,872

非支配株主に帰属する四半期純利益 63 36

親会社株主に帰属する四半期純利益 8,830 7,835
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四半期連結包括利益計算書

第1四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第1四半期連結累計期間

(自 2018年4月1日
　至 2018年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 2019年4月1日

　至 2019年6月30日)

四半期純利益 8,893 7,872

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,315 △1,378

為替換算調整勘定 △66 △586

退職給付に係る調整額 △13 △8

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

その他の包括利益合計 △1,394 △1,974

四半期包括利益 7,499 5,898

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,448 5,913

非支配株主に係る四半期包括利益 50 △15
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(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第1四半期連結累計期間

(自 2018年4月1日
　至 2018年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 2019年4月1日

　至 2019年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 11,902 10,833

減価償却費 2,434 2,260

受取利息及び受取配当金 △315 △336

投資有価証券売却損益（△は益） △267 △852

支払利息 36 42

固定資産処分損益（△は益） 53 32

売上債権の増減額（△は増加） 2,476 4,849

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,322 △1,459

仕入債務の増減額（△は減少） △3,346 △1,071

その他 154 △874

小計 10,808 13,425

利息及び配当金の受取額 487 604

利息の支払額 △25 △37

法人税等の支払額 △4,801 △4,016

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,468 9,976

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △902 △2

投資有価証券の売却による収入 396 1,746

有形固定資産の取得による支出 △2,504 △2,247

有形固定資産の除却による支出 △43 △29

短期貸付金の純増減額（△は増加） △917 △26

その他 △21 △43

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,993 △603

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △15,575 △17,463

配当金の支払額 △5,380 △6,206

非支配株主への配当金の支払額 △167 △111

自己株式の取得による支出 △5,001 △3,829

自己株式取得目的の金銭の信託の設定による支出 - △2,170

その他 △0 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △26,125 △29,782

現金及び現金同等物に係る換算差額 54 △206

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △23,595 △20,616

現金及び現金同等物の期首残高 37,702 36,183

現金及び現金同等物の四半期末残高 14,106 15,566
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(4)四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 当社は、2019年4月23日の取締役会決議に基づき、2019年5月10日付で1,000,000株の自己株式の消却を

行いました。この結果、当第1四半期連結累計期間において、利益剰余金が5,091百万円、自己株式が

5,091百万円減少しております。

また、2019年5月15日の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行いました。この結果、当第1四半

　 期連結累計期間において、自己株式が3,829百万円増加しております。

（セグメント情報等）

1． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

1) 前第1四半期連結累計期間(自 2018年4月1日 至 2018年6月30日)

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)1

四半期連
結損益計
算書計上

額

化学品
事業

機能性
材料事業

農業
化学品
事業

医薬品
事業

卸売事業
その他の
事業

計

売上高

　外部顧客に対する
　売上高

6,235 13,900 14,972 1,845 11,982 1,940 50,877 ― 50,877

　 セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

2,460 1,734 1,386 ― 5,819 2,660 14,062 △14,062 ―

計 8,696 15,635 16,359 1,845 17,801 4,600 64,940 △14,062 50,877

セグメント利益又は
セグメント損失（△）
(営業利益又は営業損
失）

1,560 3,922 5,136 262 562 71 11,514 △835 10,679

(注) 1.セグメント利益の調整額△835百万円には、セグメント間取引消去△81百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△754百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

2) 当第1四半期連結累計期間(自 2019年4月1日 至 2019年6月30日)

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)1

四半期連
結損益計
算書計上

額

化学品
事業

機能性
材料事業

農業
化学品
事業

医薬品
事業

卸売事業
その他の
事業

計

売上高

　外部顧客に対する
　売上高

6,025 13,370 13,898 1,860 11,680 1,877 48,712 5 48,718

　 セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

2,377 1,754 769 11 5,789 2,991 13,693 △13,693 ―

計 8,402 15,125 14,667 1,871 17,470 4,868 62,406 △13,687 48,718

セグメント利益又は
セグメント損失（△）
(営業利益又は営業損
失）

881 3,858 4,526 384 526 52 10,229 △888 9,341

(注) 1.セグメント利益の調整額△888百万円には、セグメント間取引消去△134百万円、各報告セグメントに帰属して

いない売上高5百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△759百万円が含まれております。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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